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(54)【発明の名称】 超音波ドプラ血流計

(57)【要約】
【課題】  時間的に掃引表示したドプラスペクトラムを
一定時間保管し、その中から、診断目的に応じて特徴を
もった部分を検索し、表示できる機能を有する超音波ド
プラ血流計を実現することを目的とする。
【解決手段】  周波数分析器１４によりドプラスペクト
ラムを演算するもので、得られたドプラスペクトラムを
一定の時間スペクトラムデータ保管部１７に保管する。
この保管したデータから診断目的に応じて特徴検索部１
８において特徴を検出し、有用な情報が保管されている
データを検索する。検索されたデータが格納されている
時間的な位置に従い、表示位置制御部１９によって、検
索された時間的な位置のスペクトラムデータを検索し表
示制御する構成をもつ。これにより、診断目的に応じた
血流情報を表示することが可能になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体内に超音波パルスを送受信して被
検体内の断層情報を得るとともに、被検体内の散乱体の
血流速度情報を得る超音波ドプラ血流計において、周波
数分析器により演算したドプラスペクトラムを一定時間
保管するスペクトラムデータ保管部と、スペクトラムデ
ータ保管部から診断目的に応じた特徴を有する時間的な
位置を検索する特徴検索部とを有し、その特徴を有する
ドプラスペクトラムを表示させることを特徴とした超音
波ドプラ血流計。
【請求項２】  被検体内に超音波パルスを送受信して被
検体内の断層情報を得るとともに、被検体内の散乱体の
血流速度情報を得る超音波ドプラ血流計において、周波
数分析器により演算したドプラスペクトラムを一定時間
保管するスペクトラムデータ保管部と、スペクトラムデ
ータ保管部から最大流速のピークを有する時間的な位置
を検索する特徴検索部とを有し、その特徴を有するドプ
ラスペクトラムを表示させることを特徴とした超音波ド
プラ血流計。
【請求項３】  被検体内に超音波パルスを送受信して被
検体内の断層情報を得るとともに、被検体内の散乱体の
血流速度情報を得る超音波ドプラ血流計において、周波
数分析器により演算したドプラスペクトラムを一定時間
保管するスペクトラムデータ保管部と、スペクトラムデ
ータ保管部から最大加速度を有する時間的な位置を検索
する特徴検索部とを有し、その特徴を有するドプラスペ
クトラムを表示させることを特徴とした超音波ドプラ血
流計。
【請求項４】  被検体内に超音波パルスを送受信して被
検体内の断層情報を得るとともに、被検体内の散乱体の
血流速度情報を得る超音波ドプラ血流計において、周波
数分析器により演算したドプラスペクトラムを一定時間
保管するスペクトラムデータ保管部と、スペクトラムデ
ータ保管部から診断目的に応じた特徴を有する時間的な
位置を検索し、その特徴を有するドプラスペクトラムを
表示させる特徴検索部と、ドプラスペクトラムから心臓
の弁からのエコー情報を除去する弁情報除外処理部とを
有することを特徴とした超音波ドプラ血流計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、超音波によるドプ
ラ偏位成分をスペクトラムとして出力できるようにした
超音波ドプラ血流計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、生体循環器等の診断において盛ん
に利用されているこの種の超音波ドプラ血流計におい
て、診断技術の進歩とともに画像表示されるドプラスペ
クトラム情報と同様にドプラ音声情報もより一層重要な
診断要素となっている。以下に従来の超音波ドプラ血流
計の基本原理を図４を用いて説明する(特開平７‐２４
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１２９０)。
【０００３】図４において、超音波ドプラ血流計は、超
音波パルスを送受信する送受信回路４１、電気信号を超
音波信号に変換し被検体に超音波を送信し、被検体から
の反射超音波を受信して電気信号に変換する超音波探触
子４０、受信処理された信号を直交検波する直交検波回
路４２、直交検波された信号を自己相関演算する自己相
関回路４３、速度を演算する速度演算回路４４、演算処
理したデータを蓄えるメモリ４５、蓄えたメモリからト
レースを算出するトレース処理部４６、走査変換するＤ
ＳＣ４７、表示するモニタ４８を備えている。
【０００４】以上の構成において、以下にその動作につ
いて説明する。送信回路で発生した駆動パルスは超音波
探触子の超音波振動子に加えられ、超音波に変換されて
被検体に送波される。被検体からの反射超音波は超音波
探触子の超音波振動子によって電気信号に変換され、受
信回路に送られる。受信信号を受信回路にて処理した
後、直交検波回路において検波処理を行ない、これによ
り得られたＲ（実数部）、Ｉ（虚数部）信号を自己相関
回路、速度演算回路により被検体内の血流の移動速度を
求め、それをメモリに蓄える。トレース処理部によって
最高流速を検出し、ＤＳＣにおいて走査変換を行い、モ
ニタに画像を表示する。これにより、血流速度の最高流
速を正確に検出することが可能になる。しかし、最高流
速は時時刻刻変化しているため、通常、表示したドプラ
スペクトラムを一定時間保管し、その中から操作者によ
り最適な時間的な位置を探し、その探し出した位置のド
プラスペクトラムを表示させ記録することにより診断を
行う。特に、循環器領域の場合、心臓が三次元的に大き
く動いているため、定常的にドプラスペクトラムの血流
情報をモニタに表示することが困難である。また、弁の
閉鎖不全による逆流の最高速度の流速等が疾患のグレー
ドの目安となる。そのため、操作者は所望の位置におい
て一定の時間ドプラスペクトラムを抽出し、その一定時
間の間で所望の所見を示す時間的な部位のスペクトラム
を再生表示させるために、過去のデータを検索表示さ
せ、診断を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような従
来の超音波ドプラ血流計では、周波数または流速方向に
おいて最大流速を正確に検出するものはあるが、時間軸
方向で最大流速を検索し、表示する機能がないため、操
作者が手動で保存し画像を再生し、診断の目的に合致す
る部分を検索し表示させる必要があった。従って、上記
従来例においては、診断する際に過去のスペクトラムデ
ータを検索表示するために、診断時間が長くなるという
課題と、検索を操作者が行うため、特徴を正しく検索で
きないという課題があった。
【０００６】また、上記従来の超音波ドプラ血流計にお
いては、診断する際に過去のスペクトラムデータを検索
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表示する必要があり、診断時間が長くなり、検索を操作
者が行うため、特徴を正しく検索できない可能性があっ
た。
【０００７】本発明はこのような問題を解決するために
なされたもので、診断時間の短縮を図ると同時に、確実
な診断を行なえるようにした超音波ドプラ血流計を提供
するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波ドプラ血
流計は、被検体内に超音波パルスを送受信して被検体内
の断層情報を得るとともに、被検体内の散乱体の血流速
度情報を得る超音波ドプラ血流計において、周波数分析
器により演算したドプラスペクトラムを一定時間保管す
るスペクトラムデータ保管部と、スペクトラムデータ保
管部から診断目的に応じた特徴を有する時間的な位置を
検索する特徴検索部とを有し、その特徴を有するドプラ
スペクトラムを表示させる構成を有している。
【０００９】この構成により、一定時間保管したドプラ
スペクトラムから診断目的に合致した特徴をもつ部分を
自動的に検索し、モニタに表示することによって、診断
時間の短縮と、特徴検索の正確性向上、つまり診断精度
の向上を図ることができる。
【００１０】また、本発明の超音波ドプラ血流計は、被
検体内に超音波パルスを送受信して被検体内の断層情報
を得るとともに、被検体内の散乱体の血流速度情報を得
る超音波ドプラ血流計において、周波数分析器により演
算したドプラスペクトラムを一定時間保管するスペクト
ラムデータ保管部と、スペクトラムデータ保管部から最
大流速のピークを有する時間的な位置を検索する特徴検
索部とを有し、その特徴を有するドプラスペクトラムを
表示させる構成を有している。
【００１１】この構成により、循環器診断で有用な、心
臓内の逆流の最大流速を短期間で正確に検索表示でき、
診断時間の短縮と診断精度の向上を図ることができる。
【００１２】また、本発明の超音波ドプラ血流計は、被
検体内に超音波パルスを送受信して被検体内の断層情報
を得るとともに、被検体内の散乱体の血流速度情報を得
る超音波ドプラ血流計において、周波数分析器により演
算したドプラスペクトラムを一定時間保管するスペクト
ラムデータ保管部と、スペクトラムデータ保管部から最
大加速度を有する時間的な位置を検索する特徴検索部と
を有し、その特徴を有するドプラスペクトラムを表示さ
せる構成を有している。
【００１３】この構成により、循環器診断で有用な、血
流の最大加速度を短時間で正確に検索表示でき、診断時
間の短縮と診断精度の向上を図ることができる。
【００１４】また、本発明の超音波ドプラ血流計は、被
検体内に超音波パルスを送受信して被検体内の断層情報
を得るとともに、被検体内の散乱体の血流速度情報を得
る超音波ドプラ血流計において、周波数分析器により演
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算したドプラスペクトラムを一定時間保管するスペクト
ラムデータ保管部と、スペクトラムデータ保管部から診
断目的に応じた特徴を有する時間的な位置を検索し、そ
の特徴を有するドプラスペクトラムを表示させる特徴検
索部と、ドプラスペクトラムから心臓の弁からのエコー
情報を除去する弁情報除外処理部とを有する構成を有し
ている。
【００１５】この構成により、特徴検索の障害となる弁
からのスペクトラムを除去したものに対して検索するこ
とにより、弁からの影響が除去された血流情報のみに対
して正確に検索表示でき、診断時間の短縮と診断精度の
向上を図ることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１を用いて説明する。
【００１７】図１は本発明の実施の形態の構成を示すも
のである。図１における超音波ドプラ血流計は、超音波
探触子１０、送信走査回路１１、受信走査回路１２、直
交検波回路１３、周波数分析器１４、ＤＳＣ部１５、モ
ニタ１６、スペクトラムデータ保管部１７、特徴検索部
１８、表示位置制御部１９を備えている。なお、超音波
ドプラ血流計の基本原理については図４に示す上記従来
例と同様である。本図示例の特徴とするところは、図１
に示す如く、スペクトラムデータ保管部１７に保管した
ドプラスペクトラムデータから診断目的の特徴に合致し
た部分を検索し、その検索された位置に従い、表示位置
を制御し、表示するという点にある。特に、最大流速の
ピークを検出することで、循環器における疾患の度合い
を正確に検索表示することで、診断の正確性の向上をは
かることができる。また、特徴を加速度にすることで
も、疾患の診断の正確性向上を図ることができる。ま
た、循環器における診断時のような場合、定期的に心臓
の弁からの過大な反射により、全周波数方向にスペクト
ラムが表示されることがある。このような全周波数方向
に渡るスペクトラムが表示される場合、図２のようにス
ペクトラムデータ保管部２７から特徴検索部２８により
特徴を検索する場合に、その弁からの反射によるスペク
トラムを除外して検索する機能を有する弁情報除外処理
部２８１により、より正確な検索を可能にすることによ
っても、更に上記効果が得られる。
【００１８】次に、上記実施の形態の動作を説明する。
検索表示処理の波形の一例を図３に示す。この場合は、
最高流速という特徴で検索表示処理した場合の例であ
る。
【００１９】診断終了時画像をフリーズさせたときに、
図３に示すような画像がモニタに表示され、かつスペク
トラムデータ保管部１７に波形が保管されている場合、
診断上最高流速を検出することが目的の場合、保管され
た時間的に連続した最高流速値データの中から最高流速
をもつスペクトラム部分を検索する。その後、そのスペ



(4) 特開２００１－２７６０６９

10

5
クトラムを表示するために画像表示位置を変えて、モニ
タに表示させる。これにより、診断時間を短縮でき、正
確に最高流速を抽出できる。
【００２０】また、弁等からの反射信号がスペクトラム
の周波数方向全体に表示されるような場合が、実際の診
断上あるが、このような場合は、図２に示したように、
最高流速値データ列を高域除去することにより、情報を
除外するような処理を、特徴を検索する際に行うことに
より、診断上必要な特徴のみを抽出可能とすることがで
きる。実際は、最高流速と判定する場合に、その流速値
の時間的継続性を考慮して判定することにより行う。
【００２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の超音波ド
プラ血流計は、診断上必要な特徴を検索表示すること
で、診断時間の短縮と、診断の正確性向上というすぐれ
た効果を有する超音波ドプラ血流計を提供することがで
きるものである。
【図面の簡単な説明】 *

6
*【図１】本発明の実施の形態の構成を示すブロック図
【図２】本願発明の実施の形態の弁情報除外処理部を有
する超音波ドプラ血流計を示すブロック図
【図３】図１の実施の形態における検索機能を説明する
図。
【図４】従来の超音波ドプラ血流計の構成図
【符号の説明】
１０，２０  超音波探触子
１１，２１  送信走査回路
１２，２２  受信走査回路
１３，２３  直交検波回路
１４，２４  周波数分析器
１５，２５  ＤＳＣ部
１６，２６  モニタ
１７，２７  スペクトラムデータ保管部
１８，２８  特徴検索部
１９，２９  表示位置制御部
２８１  弁情報除外処理部

【図１】

【図２】

【図４】
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摘要(译)

解决的问题：实现一种超声波多普勒血流计，其具有以下功能：存储在
一定时间段内暂时扫过并显示的多普勒频谱，并从所存储的部分中搜索
具有根据诊断目的的特征的部分。 为了这个目的。 通过频率分析仪计算
多普勒频谱，并将获得的多普勒频谱存储在固定时间频谱数据存储单元
中。 特征搜索单元18根据诊断目的从存储的数据中检测特征，并检索其
中存储有用信息的数据。 显示位置控制单元19根据存储所检索的数据的
时间位置，在所检索的时间位置处检索光谱数据并控制显示。 这使得可
以根据诊断目的显示血流信息。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7e8fe928-6d05-4dac-b956-c970c2610832
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018604034/publication/JP2001276069A?q=JP2001276069A

